
水素エネルギーシステムVo1.36，No.3 (2011) 解説

わが国の液体水素の発展とその背景(1 ) 

初めての液化から現在まで

花田卓爾

テクノグランパ

干113-0021 東京都文京区本駒込2・14・6

The Developments of Liquid Hydrogen and its background in J apan 

From the first liquefaction to today 

Takuji.Hanada 

Technogranpa 

2-14・6Honkomagome， Bunkyo・ku，Tokyo 113-0021 

Today， the total producing capacity of liquid hydrogen is about 17 T/day (metric) in Japan. 

This chapter describes the development trace of the liquid hydrogen. 

Keywords: liquid hydrogen， liquefier， handling manual， bubble chamber， space developments 

1. はじめに 使って水素を造り、液体酸素(液体空気?)を冷媒として、

Simple Linde Cycle方式で、初めて20cm3の液体水素を得

ることに成功して、今年で113年になる。1898年5月10日、イギリスのJ.Dew町がキッフ。の装置を

表1. 日本で稼働した水素液化装置

五O五× NO. 設置場所 設置
能力

液化機メーカー 備 考
L/hr T/日

× 1 宮城県仙台市 東北大学 1931 6 ドイツ Hi land 

× 2 東ffi大学理工学研究所 1957 6 日本酸素 資料 [6Jで、は1L/hrと8L/hr2基の報告がある

× 3 工業技術院計量研究所 1958 2 日本酸素

× 4 兵庫県尼崎市 帝国酸素側尼崎工場 1963 14 ファンス TBT ノーマル水素。 He液化用冷媒として使用
× 8 東京都田無市 東京大学原子核研究所 1964 10 ニ菱電機

× 6 東尽都田無市 東尽大学原子核研究所 1965 l 住友重機械工業

× 7 /'J1.都府尽都市 /'J1.都大学理学部 1965 10 ニ菱電機

× 8 東京都文尽区 東尽大学低温センター 1967 4 住友重機械工業

× 9 工業技術院計量研究所 1968 12 日本酸素

× 10 北海道札幌市 北海道大学理学部 1969 6 Philips日本酸素

× 11 神奈川県横須賀市 防衛大学校 1969 l 住友重機械工業

× 12 大阪府吹田市 大阪大学低温センター 1969 10 ニ菱電機

× 13 兵庫県伊丹市 住友電気工業 1970 5 住友重機械工業

× 14 東尽都田無市 東京大学原子核研 1971 60 日本酸素 ノーマル水素。水素泡箱用として使用

× 茨城県つくば市 同エネルギー研究所 1974 " KEKへ移設 (1973 ・1O~1974 ・ 1) 1981・7運転完了

× 15 宮城県仙台市 東北大学金属材料研究所 1972 6 Phi lips日本酸素

× 16 大阪府豊中市 大阪大学低温センター 1973 10 Philips大阪酸素

× 17 長崎県長崎市 二菱重工業側 1975 20 日本酸素

× 18 宮城県角田市 航空宇宙技術研究所 1976 40 Air Liquide+帝国酸素 Helium Brayton Cycle。静圧膨張タービン採用
× 19 兵庫県尼崎市 大阪水素工業側 1976 10 日立製作所 液体窒素冷媒SimpleLind巴 Cycle
× 20 兵庫県相生市 石川島播磨重工業(槻 1976 10 Philips大阪酸素

× 21 秋田県能代市 東京大学 1977 30 住友重機械工業

× 22 兵庫県明石市 川崎重工業側 1978 10 B. O. C一小池酸素 Helium液化機と併設

× 23 兵庫県尼崎市 大阪水素工業側 1978 730 1. 244 帝国酸素 Helium Brayton Cycle.2007年停止

× 24 神奈川県平塚市 住友重機械工業附 1978 15 住友重機械工業 LHeと熱交換

× 25 秋田県田代市 日本液体水素附 1985 350 0.596 日本酸素 Helium Brayton Cycle. 1995年停止・廃棄。26 大分県大分市 太平洋液化水素附 1987 850 1. 448 ァイサン Claude Cycle.制圧水素膨張タービン2台採用

× 27 鹿児島県熊毛郡 日本液体水素附 1987 650*2基 2.215 日本酸素 Helium Brayton Cycle. 1995年停止・廃棄

ム 28 大阪府泉南郡 尽都大学原子炉実験所 1987 22K・440W 日本酸素 冷中性子用休止中。29 茨城県那珂郡 日本原子力研究所 1989 15K・1400W ァイサン 冷中性子用震災後の復旧準備中2012-1月復旧見込
× 30 千葉県君津市 新日本製織側 2004 100 Linde 2009年3月廃棄。31 大阪府堺市 ノ、イドロエッジ附 2007 3000*2基 10.224 Linde 一部LNG冷熱利用。32 茨城県那珂郡 日本原子力開発研究機構 2007 15K・6KW 大腸日酸 冷中性子用震災後の復旧準備中2012-1月復旧見込。33 千葉県市原市 ノ、イドロエッジ附 2009 3000 5.112 Linde 

2011年7月現在の液体水素供給可能全量 16. 784T/日 参考文献[1][2J [3J [4] [5] [28J [29J [30] [31J 
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2011年7月現在、わが国の液体水素供給可能量は、約

17 TID (me回c)近くまで、になった。これまでわが国で

稼働した水素液化装置と、液体水素に関連した設備を表

1.に示した。

この表からも判るように、 1978年に尼崎に730IJhr 

(1.244 TID)の工業規模の水素液化装置がで、きるまでは、

1'""40 IJhrのノj型の装置が多く据え付けられ使用されて

きた。これらは主として、低温水素の物性や流動特性の

測定、低温における材料の性質、等の基礎データの収集

に役立てられた。尚、表中の冷中性子用とは、加速器内

で生成した高エネルギー陽子ビームをターゲ、ット物質

に照射し、パルス状中性子源とし、液体水素中を通して

減速させて冷中性子に変換し、ビーム孔より炉外に取り

出して、中性子散乱や物質内の原子や分子の挙動を観察

するのに使われる。原子炉内で、冷凍機によって水素(重

水素)を液化するため、冷凍機が原子炉運転中に停止す

ると、核加熱による容器の溶解が懸念されるため、運転

管理が重要である。初期にフランスで建設された冷中性

子用の圧縮機は、瞬間停電で停止しないように大きなフ

ライホイールを付けて運転していた。日本には、冷中性

子設備は、 3基設置されている。

1978年以降の液体水素は、主に宇宙開発用に消費され、

宇宙開発が一段落した後は、高純度を要求する半導体工

業への供給が始まり、更に、ガス水素に比べて輸送効率

の高い液体水素は、現在では一般工業用として多くの分

野で使われるまで、になった。

このようなわが国の液体水素の発展には、欧米の大型

ブ。ロジェクトによる設備の建設が牽引したばかりでな

く、開示された設計方法、使用材料、取扱いマニュアル、

実証・実験デー夕、各種の基準・規程、等に負うところ

も多い。これらの資料がわが国の液体水素の発展に、ど

のように関わったか、液体水素に関連する研究や検討が

し、かに行われたかについて報告する。

尚、水素の液化は、低温液化技術としてヘリウムの液

化とも関連するが、本稿では、液体水素(重水素やスラ

ッシュ水素を含む)についてのみ記述し、液体ヘリウム

やガス水素についての記述や参考文献についてはふれ

ない。また、企業名等は当時のままとし、年代は西暦表

示のみとした。

2. 日本初の水素液化装置

解説

わが国で初めて液体水素が製造されたのは、 1931年に

東北大学でドイツ回land社製の6IJhrの液化装置による

[1，泊。

水電解装置から得られた水素を1均気圧に圧縮し、液

体窒素で、冷却するSimpleLinde Cycle方式の装置で、あっ

た。水素の液化ばかりでなく、この装置を使って水素を

減圧し、平衡水素の三重点 (13.8033K)の温度を得た

り、スラッシュ水素を生成させたり、酸素や水素の凝縮

状態の物性の研究が1946年まで行われた。この他、 6K

の低温を得たり、液体水素と固体フッ素との過激な爆発

実験も行われた。水素の液化には、水素液化装置が据え

付けられる数カ月前に、フランスL'AirLiquidet土から輸

入された空気分離装置(酸素ガス40m3/h、液体酸素7

IJhr、液体窒素20IJhr)の冷媒を使って行われた(注:

この空気分離装置を輸入した言改まは[3]にはなし、)。

また、この水素液化装置を使って、空気分離装置の中

圧精留塔頂部のオフガスに含まれるNe+Heの混合ガス

からNeを凝縮捕集したり、水素ガスを液化精留して重水

素を採取することなども試みられている。この水素液化

装置は、後に同一圧縮機を使って、独自の技術でフk素の

精製、オルソーパラ変換、熱遮蔽、断熱膨張機の設置、

等に工夫改造を加え、オリジナノレの4倍の25IJhr~こ改造

された。

輸入の水素液化装置とはいえ、先人達のご苦労の積み

重ねが、今日の規模を実現させたことになる。門奈五兵

氏は、 「日本で、最初に液体水素を作った人は私で、ある」

と言って居られる[2]。

また、国産水素液化機は、東京大学理工学研究所で製

作された水素液化機で、 1956年12月29日に8IJhrの液体

水素の製造に成功した[4](文献[5]ではこの前に1IJhrの

製作が報告されている)。

3. 水素泡箱

高エネルギー加速器で、の素粒子の研究で、その検出測

定器として、 1952年に米国のD.A Glaser~こよって発明

された泡箱は、 superheatした液体中に荷電粒子を通す

と、その軌跡に沿って泡の発生で、検出が可能となるもの

で、液体水素が陽子の検出には適しているため、使用さ

れることが多い。

1959年にカリフオルニアのLawrenaBerkley国立研

究所に7'1'の大型液体水素泡箱が建設されてから1969年
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までに、米国で改造を含めて13基が建設されている。冷

凍能力が泡箱の大きさと比例するとは言えないが、 1969

年にArgonne国立研究所に建設された水素泡箱は、 19

kWの冷凍能力で、20，α)()Lの容量を持っていた。

また、欧州、|では1959年から1969年にかけて6基が建設

されている[6]。

これらの中には、水素液化装置を持たずに外部から液

体水素の供給を受ける型のものもあった。

19，鈎年に入ると大がかりなコンビュータ・オンライン

による測定装置に代えられて、液体水素泡箱は使われな

くなった。

3. 1. 日本の液体水素泡箱

1962年日本学術会議の大型陽子加速器建設勧告から

多くの議論を経て、 1971年に「高エネルギー物理学研究

所」が発足した。

当時、田無にあった東京大学原子核研究所内に実験室

を置いて、 75cmの泡箱の建設準備がすすめられ、 1972

年10月には電子シンクロトロンビームによる写真撮影

に成功した。 1973年8'""9月に総合運転に成功し、多くの

基礎データを得た。 1970年から始められた筑波での建設

も、 1974年1月には、水素液化装置と水素泡箱は共に筑

波へ移転を果たした。

1975年11月には、建設中で、あった1mの泡箱で、宇宙線

による写真撮影に成功し、およそ5∞万枚の写真撮影を

行い、 1981年7月に運転を完了している。

この泡箱に液体水素を供給する水素液化装置は、日本

酸素闘が担当し、当時としては幾つかの困難な課題を克

服して建設された。

冷凍系は、液化能力6OIJhr(ノルマル水素)、泡箱の

容量430L、レザーパータンク2∞OL、冷却システムと

してN白kα)()ler、Gasα旧Iler、日s加nα旧Jerの3システムを

持っている。

冷凍機には加速器のutility的な役目として、一端止め

ると加温・パージ・冷却に時間を取られるため、 6'""12

カ月におよぶ長期の連続運転が求められる。このため外

国の泡箱と同様に低温駆動部の少ないSimpleLinde 

Cycle方式が採用され、圧縮機、精製器、は2系列設置さ

れている。更に、低温部には液体窒素温度での不純物吸

着器を備え万全を期している。液体水素をsuperheaじ伏

態にするための加圧システムや、液体水素の対流を防ぎ

温度を25'""27Kの間で土O.020Cで精密な制御も行われて

いる。加えて、高圧ガス取締法(当時)で認められてい

解説

ないガラスを窓の材料として使用するための法への対

応や、ガラスの冷却速度の設定、シール部の構造など、

多くの課題が解決されて実現した。この泡籍の成功は、

日本における1970年代の液体水素設備として、安全で長

期の連続運転を可能にし、制御方法を含めて低温設備全

般にEって大きな実績と足跡を残したと言える [7-13]。

因みに、この1m泡箱は、上野の国立科学博物館地下3

階に、現在も展示されている。

4. 宇宙開発

泡箱建設とほぼ同時代に始まった宇宙開発は、液体水

素がロケットの推進剤として採用されることで設備の

大型化ばかりでなく、低温技術や大量の可燃性液化ガス

取り扱い等の飛躍的な進歩をもたらした。

発展の牽引となった液体水素の供給能力の推移を、米

国・カナダ、欧州、|、日本を図1Jこ示した。尚、Kourouの

液化設備は、アリアンロケット打ち上げ専用のため加え

ていない(米国の資料は、 short句nlDで、あるがmetric

加InIDに直してある)。また、現在稼働中の世界の水素

液化装置(日本は表1.に含む)を表2Jこ示した。

尚、ロシアが1987年に打ち上げたロケット「エネルギ

アJのメインエンジン4基と、中国が1984年に初めて打

ち上げた長征3号の3段目には、それぞれ液体酸素級体

水素を燃料とするエンジンが搭載されているが、ロシア、

中国の状況を示す資料を持たないので割愛する[14]。

世界の液体水素供給可能量の推移

30 

図1. 世界の液体水素供給能力の推移

4. 1. 米国の宇宙開発

ーー米国・カナダ

H ・H ・-欧州

ーーーー日本

1957年10月4日、ソ連はスブートニク1号で初の人工衛

星を打ち上げ、米国は1958年1月31日に、エクスプロー
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表2. 世界の液体水素供給プラン ト(日本は表1.)

Location Remarks 

1 APCI Sacramento. CA 5.44 6 1986 

2 APCI Pace.FL 27.22 30 1994 *32003年夏に停止?

3 APCI New Orleans.LA 31.75 35 1977 

4 APCI N ew Orleans，LA 31.75 35 1978 

5 Praxair East Chicago，IN 27.22 30 1997 

6 Praxair Ontario.CA 22.68 25 1962 *2 

7 Praxair Mcintosh.AL 26.31 29 1995 

8 Praxair Niaεara Falls.NY 36.29 40 1982 

*1 

込ILin主
中国

|19 IAir Liquide IBeijin I 300 I 0.51 I 0.56 I 2007 

吋 欧州のロケット打ち上げ用のため欧州側に書いた。

女2オリジナル液化機は30T/Dだが、現在は25T/D.精製器は1984年にPSAにしている。
注)ロシア、中園、インドの詳細不明。 参考文献[32J[33J[34J[35J [36Jにより作成。

ラー1号で人工衛星を打ち上げ、両国の宇宙開発競争が

始まった。1961年4月12日ソ連のヴォストーク1号での有

人宇宙飛行の成功を受けて、 1961年5月25日ケネディ大

統領は、 ω年代に人間を月に送ると宣言し、アポロ計画
をスタートさせた[15101969年7月20日にはアポロ11号

が月に着陸し、合計4回月に着陸を果たしている。2.3

段エンジンには、液体酸素月夜体水素のJ-2エンジンが使

われ、このために、液体水素の製造装置は、大型化して

設置されたが、 1972年にアポロ計画は終了し、スカイラ

ブ計画に引き継がれたが、翌年の1973年にこれも終わっ

た(日時は米国東部時間)。これに伴って液体水素供給

可能量は一時減少した。

しかし、この技術と設備の大半は、 1981年から始まっ

たスペースシャトル計画に引き継がれ、 135回の飛行を

試み、本年7月22日最後のアトランテスの帰還でこの幕

を閉じた。

余談になるが、NASAは、現在、次世代の宇宙船とし

て「商業有人宇宙輸送開発J(CCDev)の iCST1∞J計
画のため、開発5社を選定し、その中の1社のボーイング

社は、 2010年7月にイギリスFambouroughで、聞かれたエ

アーショウで、 7名が搭乗できる宇宙船写真-1を発表し、

2016年の打ち上げを目指すと発表している[16]。

写真1. 次世代宇宙船 iCST-1∞J (ボーイング社案)

4. 2. 欧州の宇宙開発

欧州、|の宇宙開発は、米国に10年程遅れて1970年代初頭

に始まった。当初は米国のデルタロケッ トに打ち上げを

依存していた。19鈎年に商業衛星の打ち上げを目的とす

るアリアンスペース社を発足させ、主目的に静止衛星の

打ち上げを目指した。衛星の軌道が赤道の平面内にあっ

て、高度35，786kmの円軌道上にある衛星は、地球上か

らは同一地点にある。アリアンロケットを打ち上げるギ
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アナの打ち上げ基地kourouは、北緯約50とほぼ赤道上 5. 石油危機(第一次、第二次オイルショック)

にあって、打ち上げ技体内ロケットの設備、機住な軌道

操作がなくなる利点がある。この利点を背景に、これま

でに多くのロケットを打ち上げてきた。因みに米国のケ

ープ・カナベラルは北緯約21'、種子島は北緯約3ぴで

ある。

アリアン1'"'"'4までは、 3段目に液体酸素/液体水素の

旧日エンジンを搭載していたが、大型衛星2基を同時に

打ち上げるためにアリアン5が新たに開発され1996年に

打ち上げられた。この1段目は液体酸素級体水素のヴァ

ルカンエンジンで、 2段目の型式がECA型とECB型は液

体酸素級体水素を燃料とする旧日改良型で、 G型、G+

型、 G8型、 E8型はヒドラジンである。アリアン4の打ち

上げ成功率は95.5%、アリアン5の目標を98.5%に置いて

多くの実績を積み重ねている[17]。

4. 3. 日本の宇宙開発

日本では、 196'併手に宇宙開発事業団が発足し、欧米か

らの遅れを取り戻すため米国のデ、ルタロケットによる

輸入・一部ライセンス生産での打ち上げを目指した。ま

ず、 N-1ロケットは、 1975'"'"'1982年までに7機を打ち上げ

6回成功させた。更に大型衛星の打ち上げを可能にする

ため、 N-IIロケットの開発に着手し、 N-1~ 同様にデ、ルタ

ロケットの技術に頼って、 1981年から1987年までに8基

を打ち上げ、全てを成功させた。

しかし、酸化剤に液体酸素を使用しているものの、液

体水素は使用されていないため衛星重量も350kgが限

度だ、った。衛星の更なる大型化を実現するため、比推力

の大きい第2段エンジンを液体酸素/~夜体水素とするH-I

ロケットの開発が進められ、独自の技術でLE-5エンジン

が開発され、静止衛星で550kgの打ち上げが可能となっ

た。このエンジンの開発は、 1986年度の日本機械学会技

術賞を受賞した。ただ、第1段エンジンは、 N-IIエンジ

ンと同じ米国製だ、った。

静止衛星2句n級を打ち上げる純国産ロケットを開発

するため、 H-IIロケットの開発研究が1984年から始めら

れ、第1段エンジンLE圃7が完成し、 1994年2月4日第1段

LE-7、第2段LE-5共液体酸素/液体水素エンジンによる

打ち上げに成功した[18]。

その後、諸々の改造がなされ、宇宙開発もH-IIA、

H-IIBと改められ、 2009年からは国際宇宙ステーション

(188)への物資の輸送を担うまで、になっている。

1973年10月6日、第四次中東戦争が勃発し、ペルシャ

湾岸の産油国が原油公示価格を$3.01→$5.121barrelに引

き上げ、翌日にはOPECが原油生産を段階的に削減する

ことを決定した。更に、 12月23日には1974年1月より原

油価格を$11.65IBarreHこ引き上げると決定した。これが

第一次オイルショックと言われている。また、 1979年に

は、イラン革命で石油の産出が減り、石油の高騰をもた

らした結果を第二次オイルショックと呼んでいる。

これは日本の高度経済成長を終わらせただけでなく、

液体水素にも大きな影響を与えた。石油を大量に消費す

る航空業界は、液体水素を燃料とする航空機の開発案を

数多く発表し、日本では石油に頼らないエネルギー多様

化を目指して1974年7月から「サンシャイン計画」をス

タートさせた。これには水素エネルギーの利用が含まれ

ていて、更に「ムーンライト計画」→ IWE-NET計画」

と水素を一つの核としたプロジェクトが継続されてい

く。

6. 液体水素の取扱いマニュアルと実証試験

記述が前後するが、 1975年にN圃Iロケットを打ち上げ

たもののデ、ルタロケットに依存した運用は、多くの制約

で自由にならなかった。国産ロケットの開発を関係者は

夢見て、大きい比推力の得られる液体水素を燃料とする

ことを念頭に置いて「取扱い説明書」や「実証試験デー

タJ I規格・基準J I事故例」の収集を1973年から宇宙

開発事業団を中心としで始めていた。これはサンシャイ

ン計画とも重なって、貴重な資料を多く手にすることが

できた。これらのマニュアルの一部は邦訳されて、取扱

者のマニュアル作成に役立てられた。マニュアルと実証

試験について2、3紹介する。

-イギリス低温工学協会「低温装置の保安マニュアjレJ

について

1970年3月Bri出hαyoge凶csCo叩dが発行した

「αyoge国.cs8a島北yManualJを入手された附鈴木商館

の福井正道氏がこの概要を紹介され、(的低温工学協会

が版権を買って翻訳し、 1975年に出版した。液体水素に

関しては、「第4章の水素分離プラントの特別保安事項j

に僅かな記述があるのみだが、工業ガス・低温機器・装

置に関するマニュアルとして販売されたのは、日本で初
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めての出版物であろう。第1章の一般保安事項などは、

多くのマニュアル作成者が参考にしたと思われる[1叫0

・NASA TM X尼崎4rHydrogen Safety ManualJについて

液体水素の準備を始めた頃の宇宙開発事業団の安全

管理室では、このマニュアルを中心に安全基準の準備を

された。数人で手分けして邦訳したものが取扱いマニュ

アルの基となった[20]。

. AD. L(社.)CArthur D Little)作成の液体水素に関する

各種実験16mnフィルムについて

19ω年頃に作成されたものと思われるが、大量の液体

水素を大気に放出したり、魔法瓶に入れた液体酸素と液

体水素を同時に放出して着火させたりする映像を作成

していた。当時はこのような大掛かりな実験を行うこと

は、日本では不可能であり、音声を何度も聴き直して、

三菱重工側長崎研究所の嶋北正俊氏が苦心して翻訳さ

れていた。しかし、この最終報告書 iOnaninve剖伊t品。n

of hazards assぬa飴dwith the s句lrageand handling of 

Liquid HydrogenJ (1960)を、後に入手してあの時の

苦労は・・・となった。余談だが当時16mmの映写には

映写技師の資格が必要で有資格者を探す苦労もあった

包札

. Ai r LiQuide社の1伽叩映画rCryogeni cSJについて

1967年リスボンで開催された「第8回国際フィルムフ

ェステイノ勺レ」でグランプリを受賞したこのフィルムに

は、試作したアリアンロケットの飛朔体タンクに、液体

水素を充填した状態で加圧破壊する映像や、板厚が1

mm以下のアルミ合金 (AZ5G)の飛朔体タンクの加工

過程の映像があり、日本の関係者の参考となった包2]0

.日本での液体水素拡散・燃焼実験について

実証テストは、全て外国で行われたデータを集めたも

のばかりではない。 1976年9月サンシャイン計画の一環

として滋賀県甲賀郡で岩谷産業闘が行った液体水素拡

散・燃焼実験がある。筆者も参観したが、記録を見ると

1.2 rn/sの横風の中で、 1mの高さのから魔法瓶に入れた

10Lの液体水素を瞬間的に放出したが、極短時間で蒸発

し水蒸気雲も10秒程で消えた。こぼれ面を士、コンクリ

ート、水と変えて行われ、その後行われた燃焼試験では、

50 Lの液体水素を11分かけて放出し点火を試みたが着

火したのは放出開始後3却後であった。

日本でもこのような経過を経て、液体水素の資料やデ

ータが集められ参考にされた。

• PI∞ket Data Handb∞k について

解説

米国の低温機器メーカーが配布しているポケット・デ

ーヲ・ブックがある口

AIRCOαyoge国ω:

V邸tpocket handb∞k Reliab温セym位yogenicmachine:巧7
恒温

PRAXAIR: 

Your Guide To Indus凶alGぉesAnd αyogenic Fl凶.ds

包4
MVEαyogenics: 

Da阻Bookあ!rIndus凶alg部回ConversionFac加!rS凶

のいずれも米国で使用しているヤード・ポンド法を81

単位に換算するにも便利だし、液体水素に関する物性等

も記載されていて重宝に使える。

-地震、津波、等の自然災害に対する記述について

2011年3月11日に発生した東日本大震災を受けて、米

国で、液体水素を陸上輸送する運転者が携行している

iEmergency Response General ManualJ白dに目を通
したが自然災害への記述はなかった。圏内のマニュアル

では、 1987年に大型タンクローリーでの長距離輸送開始

に先立って、 「イ呆安教育計画書」を作成した中の第6章

対象者別の教育内容の中に「地震、台風等の天災に対す

る教育訓練Jをあげている。残念ながら、この完成した

保安教育書は手元にないため、どのような記述となって

いるかは判らないが、これまで使われてきたマニュアル

の自然災害に対する見直し、加筆は必要となろう。

7. 水素エネルギー協会と液体水素

1974年3月に米国で、初めての「水素エネルギーに関す

る国際会議(百IEME)Jが開催されることが決まってい
た。この国際会議に日本を代表して出席するような団体

がないことから、 1973年7月に「水素エネノレギー・シス

テム研究会」英文名 iHydrogenEnergy 8ystems 8ぬetyJ

を設立し、当時東北大学の名誉教授だ、った神田英蔵先生

を初代会長にお願いして発足した。この研究会の幹事役

をしておられた横浜国立大学の太田時男先生が、主に設

立の準備を進められたが、この会議で iPlanof ocean 
Raft8ystem伽 HydrogenEconomy J (PORSHE)ポルシ

ェ計画を提唱されて、内外の反響を呼んだが、発表は、

協会としてではなく太田先生個人としての発表だ、った

と記憶している。しかし、第一次オイルショック(材高

5章参照)直後だ、ったこともあり、注目され、 1978年9
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月に協会とは別に「ポルシェコンビナート研究会」が太

田先生の発案で任意団体として発足し、 1979年の第二次

オイルショックの影響もあって、 「太陽エネルギーを利

用J I海洋を利用J Iクリーンな水素を作るJ Iこの建

設による多くの利点(省略)J等がクローズアッフ。され

た包司。

計画は、海洋浮遊体の上で水素を作り(製法等は省略)、

12TIDの液体水素を製造し、輸送する計画で、あった。化

学会の大御所の赤松秀雄先生や物理学者の伏見康冶先

生を協会会長にお願いしたのは、太田幹事長の努力によ

るものである。研究会が「水素エネルギー協会Jとなっ

た日時は明確に知らないが、発足後間もない頃と思う。

協会活動とポルシェの活動の線引きも当時ははっきり

しなかった。ここで行われた研究成果の一部は、 1993

年"-'1999年の第 I期WE幽NET計画や1999年'"'"'2002年の

第E期計画に生かされている。
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